
コウチュウ目ハムシ科 石川県カテゴリーガガブタネクイハムシ 情報不足

なし国カテゴリー

北海道、本州、佐渡島、四国、九州。
国内分布

加賀市、小松市、珠洲市。
県内分布

体長は6.1～7.3mm。上翅は金属光沢が強く、濃い紫色。触角は暗褐色で、第３節は第２節とほぼ同長。
形　　態

生息環境が限られるうえ、開発等により、生息環境が悪化しつつある。県内の分布は局所的で、生息

地は４箇所である。
選定理由

成虫は５～11月に出現し、ジュンサイ、ヒツジグサ、ヒルムシロなどの浮葉植物上に見られる。
生　　態

池沼、湿地の各種開発による消失、アメリカザリガニなどの外来種の侵入や水質汚染による浮葉植物

の消失。
生存の危機
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丘陵部のジュンサイ、ヒツジグサ、ヒルムシロなどの生育する池沼、湿地。
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